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い例の一つである。特に Y2O3薄膜はミスト CVD 法による製膜が困難であるとされて




上昇にともない薄膜中の Y の相対的な割合が増加すること、前駆体溶液中の Fe に対す






第３章では、ミスト CVD 法を用いて準安定相である BIG のエピタキシャル薄膜を GGG
単結晶基板上に製膜し、その光学的、磁気的、磁気光学的性質を調べた結果を述べている。
ここでも合成条件について詳細な検討を行い、準安定 BIG が単相で成長するために最適な












































多結晶薄膜をミスト CVD 法によって作製することに成功した。特にミスト CVD 法によ
る製膜では適切な原料が未知であった Bi を含む酸化物の薄膜化を初めて実現した。ま
た、エピタキシャル薄膜が可視域で大きなファラデー効果を示すことを明らかにすると
ともに、結晶構造中の四面体位置と八面体位置を占める Fe3+の電子遷移を考慮した計算
に基づき、実験的に得られるファラデー回転角の波長依存性を定量的に再現できること
を示した。  
 
 以上、本論文では、フェライト系複合材料および薄膜を合成し、フォトニック結晶構
造が磁気光学効果に大きく影響することを明らかにするとともに、ミスト CVD 法によ
って優れた磁気光学特性を持つガーネット型フェライト薄膜が得られることを示して
おり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の
学位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年２月１９日、論文内容とそれ
に関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たして
いることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
